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未来への約束を、 公正証書が守ります！

伊賀上野公証役場

三重県伊賀市上野丸之内 28 番地　ラフォーレビル3階

電話０５９５－２３－６５４９（上野市駅から徒歩 2 分）

終活

離婚

①遺言、②財産管理等委任契約、③任意後見契約、
④死後事務委任契約、⑤尊厳死宣言

①養育費支払、②財産分与、③年金分割合意など

検索伊賀上野公証役場

　11 月 19 日㈰、JR 柘植駅前から出発する「～徳川家康伊賀越えの地を

訪ねる～紅葉の秋を巡る歴史街道ウォーク」が開催されました。

　徳川家康の伊賀越えゆかりの地とされる徳永寺のほか、福地城跡・芭蕉

公園や都美恵神社などを巡る約６km のコースを歩き、約 100 人の参加

者は語り部の解説などを聞きながら柘植の歴史街道を満喫していました。

紅葉の秋を巡る歴史街道ウォーク

１．徳永寺で住職から伊賀越えとの関わりなどにつ
いて説明を聞く参加者
２．各地点で語り部が解説をしました。
３．自然を楽しみながら柘植の歴史を学びました。
４．都美恵神社で宮司から解説を聞く様子

　11 月 23 日（木・祝）、JR 島ケ原駅を発着点に「しまがはら歴史漂う紅葉

の街道散策」が開催され、市内外から 100 人を超える人が参加しました。

　この日は、急坂の与右衛門坂をはじめ、峰の六地蔵、島ヶ原温泉やぶっ

ちゃ、旧岩倉水力発電所跡の順に約 13km のコースを散策しました。

　参加者たちは、ガイドから島ヶ原地域の歴史を教わりながら、里山の紅

葉を楽しんでいる様子でした。

１．多くの参加者が島ヶ原地域を散策しました。
２．地元に伝わる歴史などをガイドが解説しました。
３．紅葉をカメラに収めながら歩く参加者
４．秋晴れの下、JR 関西本線の沿線の魅力を楽しみ
ました。

しまがはら歴史漂う紅葉の街道散策
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当店には、　　　　 １級眼鏡作製技能士 時計修理技能士が在籍

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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１．テープカットの様子
２．作家・岸宏子を紹介するコーナー
３．自筆の原稿や著書を展示しています。
４．開館を記念したミニ講演会が開催され
ました。

　11 月 26 日㈰、ハイトピア伊賀周辺をスタートする「2023 忍者の里 

伊賀上野シティマラソン」が開催されました。

　今回、４年ぶりに設けられた５km の部をはじめ、ハーフマラソン、ク

オーターマラソン、ジョギング（一般・小中学生）の部の５種目に、2,140

人がエントリーしました。

　ランナーたちはスタートの合図と同時に、沿道の声援を受けながら、晩

秋の伊賀路を駆け抜けました。

2023 忍者の里 伊賀上野シティマラソン

　12 月２日㈯、作家・岸宏子（1922 ～ 2014）から遺贈を受けた自宅

を改修し、文学館として開館するにあたり記念式典を行いました。

　文学館には、岸宏子の入賞作の掲載誌をはじめ、自筆原稿や愛用品など

を展示しているほか、伊賀市ゆかりの作家を紹介するコーナーもあります。

　この日は岸宏子の命日でもあり、参加者たちは、岸宏子との思い出の記

憶をたどりながら文学館の開館を祝福しました。

岸宏子記念伊賀文学館オープン
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１．５km の部スタートの様子
２・３．多くのランナーが全力を出し切り、1,804
人が完走しました。
４．ハーフ男子（30 ～ 39 歳）の表彰式の様子
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